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３
月
定
例
会
で
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
「
播
磨
町
学

童
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
が
今
定
例

会
で
も
、
３
月
定
例
会
と
同
様
の
内
容
で
提
案
さ
れ
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
議
員
５
人
か
ら
「
直
営
ま
た
は
委
託
に

よ
る
運
営
」
「
特
別
支
援
学
校
の
児
童
も
対
象
に
す
る
」

「
料
金
の
明
確
化
」
「
減
免
規
定
の
明
確
化
」
な
ど
の
変
更

を
加
え
た
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　
し
か
し
、
町
長
か
ら
「
直
営
は
考
え
ら
れ
な
い
」
な
ど
を

理
由
と
す
る
再
議
書
が
提
出
さ
れ
、
再
議
で
は
先
に
議
決

し
た
修
正
案
を
賛
成
少
数
で
否
決
し
、
そ
の
後
、
町
長
提
出

の
原
案
に
戻
っ
て
審
議
し
た
結
果
、
原
案
を
賛
成
多
数
で
可

決
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
町
内
の
学
童
保
育
所
は
、
平
成
24
年

４
月
１
日
か
ら
公
設
化
と
な
り
、
指
定
管
理
者
が
管
理
運

営
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　原
案
賛
成

■
公
設
化
に
は
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
来
て
お
り
、
全
国
学
童

学
童
保
育
所
の
公
設
化
、

指
定
管
理
者
で
運
営
す
る
条
例

平
成
24
年
４
月
よ
り
町
内
全
て
で
指
定
管
理
制
度
を
運
用

一
般
会
計
補
正
予
算
の
増
額
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業
委
員
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２
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薦

推薦

保
育
連
絡
協
議
会
の
提
言
を
参
考
に
、
保
護
者
と
協
議
を

続
け
る
こ
と
を
望
む
。

■
播
磨
町
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
と
町
と
が
協
議
し
て
、

よ
り
良
い
制
度
に
す
る
と
の
約
束
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

■
原
案
で
は
、
小
学
校
に
通
う
障
が
い
を
持
っ
た
児
童
の
保

育
も
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

■
指
定
管
理
者
制
度
に
は
更
新
が
あ
る
た
め
、
そ
の
都
度

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
担
保
で
き
る
。

■
来
年
度
か
ら
公
設
化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
財
政

的
に
も
安
価
な
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
よ
い
。

　修
正
案
賛
成

■
安
定
性
・
継
続
性
・
信
頼
性
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は

直
営
で
の
委
託
が
望
ま
し
い
。

■
一
般
の
児
童
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
を
望
む
障
が
い
を
持

っ
た
児
童
・
保
護
者
も
い
る
。

■
修
正
案
は
、
保
護
者
の
思
い
に
も
十
分
に
応
え
る
も
の
で

あ
り
、
指
定
管
理
者
制
度
で
は
、
必
ず
し
も
質
の
向
上
が
望

め
な
い
。

■
保
護
者
が
不
安
に
感
じ
て
い
た
安
心
・
安
定
は
、
町
が
責

任
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
修
正
案
で
担
保
さ
れ
る
。

■
３
月
議
会
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
個
所
が
修
正
さ
れ
て
い
る
。

■
指
定
管
理
者
制
度
の
受
け
皿
に
は
不
安
が
あ
る
。

　
塵
芥
処
理
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
施
設
）
は
、
平
成
34
年

に
予
定
さ
れ
て
い
る
播
磨
町
・
加
古
川
市
・
高
砂
市
・
稲
美

町
の
２
市
２
町
で
の
広
域
ご
み
焼
却
施
設
操
業
ま
で
の
間
、

操
業
で
き
る
よ
う
毎
年
補
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
年
間
の
ご
み
処
理
量
は
１
万
４
６
８
㌧
で
、
ご
み
の
分
別

化
な
ど
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　
随
意
契
約
に
よ
り
、
川
崎
重
工
業
㈱
関
西
支
社
（
大
阪

市
）
と
６
９
５
２
万
円
で
締
結
す
る
工
事
請
負
契
約
を
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

　
契
約
金
額
の
妥
当
性
は
、
平
成
19
年
６
月
定
例
会
で
議

員
か
ら
提
言
を
受
け
、
平
成
20
年
度
か
ら
見
積
額
を
㈳
大

阪
技
術
振
興
協
会
に
審
査
を
委
託
し
、
こ
の
協
会
の
提
示

金
額
を
基
準
に
交
渉
し
て
い
る
。

　
歳
出
歳
入
各
１
６
１
５
万
４
千
円
増
の
一
般
会
計
補
正

予
算
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
総
額
は
96
億
１
１
３
０
万
８

千
円
と
決
定
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
父
親
向
け
子
育
て
講
習
会
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
立
ち
上
げ
支
援
な
ど
の
「
子
育
て
活
動
立
ち
上
げ
支

援
事
業
」
で
１
７
４
万
２
千
円
増
額
。

　
授
乳
で
き
る
環
境
整
備
や
ト
イ
レ
に
ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
を

設
置
す
る
「
子
育
て
応
援
ス
ペ
ー
ス
設
置
事
業
」
で
３
１
１

万
４
千
円
増
額
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に
、
６
月
か
ら
９
月
ま

で
毎
月
２
名
の
職
員
を
派
遣
す
る
「
災
害
支
援
事
業
」
の
旅

費
な
ど
で
１
４
７
万
１
千
円
増
額
。

　
議
会
は
、
播
磨
町
農
業
委
員
会
委
員
に
佐
伯
ヤ
エ
子
氏

（
西
野
添
）
と
澤
田
宗
保
氏
（
二
子
）
を
推
薦
し
た
。
任
期

は
３
年
。

　
地
方
自
治
法
で
は
、
議
会
は
予
算
、
条
例
な
ど
を

議
決
し
、
町
長
は
そ
の
決
定
に
従
っ
て
事
務
や
事
業

を
処
理
し
、
行
政
運
営
を
す
る
こ
と
を
建
前
と
し

て
、
両
者
の
地
位
を
対
等
の
立
場
に
お
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
町
長
は
議
会
の
議
決
な
ど
が
不
当
な
も

の
で
あ
る
と
か
、
違
法
な
も
の
で
あ
る
と
か
、
あ
る

い
は
執
行
不
能
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

議
決
の
効
力
を
停
止
さ
せ
る
権
限
（
拒
否
権
）
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
拒
否
権
」
は
、
議
会
の
議
決
な
ど
の
効
力

を
一
時
停
止
し
て
、
も
う
一
度
そ
の
案
件
を
議
会
の

会
議
に
付
し
て
、
議
会
の
意
思
を
再
確
認
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
「
再
議
」
と
い
う
。

　
町
長
が
再
議
に
付
す
る
場
合
に
は
正
当
な
「
理

由
」
が
必
要
で
、
議
会
は
そ
の
理
由
を
十
分
に
検
討
・

判
断
し
て
意
思
を
再
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
再
議
は
、
大
別
し
て
以
下
の
２
種
類
が
あ
る
。

①
一
般
的
拒
否
権
と
し
て
の
再
議

　
議
会
の
議
決
が
町
長
の
意
思
・
政
策
に
反
す
る
場
合

②
特
別
拒
否
権
と
し
て
の
再
議

　
欠
点
あ
る
議
決
な
ど
限
定
さ
れ
た
理
由
の
あ
る
場
合

再
議
と
は
？

じ
ん
か
い

　

６
月
定
例
会
は
６
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で

開
か
れ
、
11
議
案
を
審
議
し
、
一
般
質
問
で

は
町
政
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

　

ま
た
、
学
童
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
議
員
か
ら

の
修
正
動
議
や
町
長
か
ら
の
再
議
が
出
さ
れ

る
な
ど
白
熱
し
た
議
論
の
末
、
原
案
通
り
可

決
し
た
。
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